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令
和
５
年
10
月
５
日（
木
）、

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
に
て
令
和
５

年
度
神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
４

年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
た
本
大
会
に
は
、各
区
か

ら
約
１
，０
０
０
名
の
会
員
の
方

が
参
加
さ
れ
、か
つ
て
の
大
会

の
盛
大
さ
を
取
り
戻
し
な
が
ら

開
幕
し
ま
し
た
。

《
第
１
部
・
式
典
》

国
歌
斉
唱
、黙
と
う
に
始
ま

り
、Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
近

藤
豊
宣
理
事
長
が
挨
拶
を
行
い
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

「
神
戸
市
で
は
、私
た
ち
高
齢

者
が
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
、健

康
で
安
心
し
て
、生
き
が
い
の
あ

る
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う『
高

齢
者
福
祉
の
充
実
』に
向
け
た
各

種
の
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
、お
蔭
で
市

老
連
・
区
老
連
及
び
各
単
位
ク

ラ
ブ
の
活
動
が
順
調
に
推
移
し
、

『
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
』の
理
念

の
も
と
、全
会
員
が
一
丸
と
な
っ

て
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
が
出
来
て
い
る
。

一
方
、市
老
連
の
組
織
は
、ク

ラ
ブ
数
が
344
ク
ラ
ブ
、会
員
数
が

２
３
，
０
０
０
人
で
あ
り
、年
々
、

ク
ラ
ブ
数
や
会
員
数
の
減
少
が
続

い
て
い
る
。
中
に
は
、様
々
な
広

報
や
Ｐ
Ｒ 

に
努
め
、成
果
を
上
げ

て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
る
が
、『
会

員
増
強
』は
、組
織
力
強
化
の
た

め
の
永
遠
の
課
題
と
言
え
る
。

ま
た
、『
人
生

100
年
時
代
』と

言
わ
れ
、こ
の
よ
う
な
人
生
の
長

期
化
は
、健
康
上
の
問
題
と
し
て

『
フ
レ
イ
ル
予
防
・
介
護
予
防
』、

ま
た
生
活
上
の
問
題
と
し
て
は

『
特
殊
詐
欺
被
害
・
交
通
事

故
・
買
い
物
・
通
院
等
』と
様
々

な
リ
ス
ク
と
向
き
合
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、

兵
庫
県
警
察
本
部
と『
地
域
の
安

灘区　新舞踊「心機一転」 須磨区　フラダンス　「A　song　of　old　HAWAII」 東灘区　コーラス「風になりたい / いのちの歌」

４
年
ぶ
り
開
催

４
年
ぶ
り
開
催

　
　

シ
ニ
ア
の
活
力
こ
こ
に
あ
り

　
　

シ
ニ
ア
の
活
力
こ
こ
に
あ
り

令
和
５
年
度
神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

全
安
心
に
関
す
る
連
携
協
定
』を

締
結
し
た
が
、こ
の
よ
う
に
関
係

団
体
と
協
力
、協
働
す
る
と
と
も

に
、各
種
の
研
修
会
を
開
催
し
て
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
啓
発
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

結
び
に
、全
会
員
の
皆
さ
ん
と

共
に
、健
康
づ
く
り
に
留
意
し
、仲

間
と
支
え
合
い
、助
け
合
い
、活
力

と
魅
力
の
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。」

つ
ぎ
に
、表
彰
状
・
感
謝
状
贈

呈
が
行
わ
れ
、各
受
賞
者
の
代
表

者
と
し
て
登
壇
し
た
７
名
へ
賞
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

神
戸
市
福
祉
局
森
下
貴
浩
局
長
、

神
戸
市
会
河
南
忠
和
副
議
長
か

ら
受
賞
者
へ
の
祝
辞
が
贈
ら
れ
、

今
後
の
健
康
と
活
躍
を
祈
念
す

る
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、神
戸
市
久
元
喜
造
市

長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、神
戸
市

会
坊
や
す
な
が
議
長
の
祝
電
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、受
賞
者
を
代
表
し

て
、名
田
章
仁
理
事
が
受
賞
の

感
謝
と
今
後
も
老
人
ク
ラ
ブ
の

発
展
に
邁
進
す
る
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

《
第
２
部
・
演
芸
の
集
い
》

各
区
よ
り
会
場
を
沸
か
せ
る

踊
り
や
演
奏
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
大

会
と
も
あ
り
、さ
ら
に
磨
き
の

か
か
っ
た
舞
台
が
次
々
と
繰
り

広
げ
ら
れ
、盛
大
な
大
会
に
ふ

さ
わ
し
い
終
幕
を
迎
え
ま
し
た
。

 

（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り
）

近藤理事長挨拶近藤理事長挨拶
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令
和
５
年
７
月
７
日（
金
）、神
戸
市
立

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
５
会
議
室
に
て
今

年
度
の
新
任
会
長
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
研
修
会
は
、昨
年
の
６
月
以
降
に

単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
就
任
さ
れ
た
新
任

会
長
等
が
対
象
で
、今
回
は
38
名
の
皆
さ

ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、近
藤
豊
宣
理
事
長
よ
り
激
励
の

開
会
挨
拶
が
あ
り
、事
務
局
か
ら
、神
戸

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
組
織
、活
動
方

針
や
主
要
事
業
な
ど『
神
戸
市
老
人
ク
ラ

令
和
５
年
７
月
14
日（
金
）、婦

人
会
館
５
階
大
会
議
室
に
て「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」の
指
導
者
養

成
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
は
、高
齢
者
が
特
に

低
下
し
や
す
い
下
肢
の
筋
力
や
バ

ラ
ン
ス
能
力
を
改
善
し
、転
倒
予

今
年
度
の
会
員
増
強
研
修
会
を
７

月
28
日（
金
）、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
第

5
会
議
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
等

42
名
が
参
加
し
、近
藤
豊
宣
理
事
長
の
開

催
挨
拶
の
後
、会
員
増
強
の
取
り
組
み
に

ブ
連
合
会
の
概
要
』の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。続

い
て
、文
化
研
修
部
会
の
森
松
リ
キ

子
部
会
長
が
、老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
あ
り

方
や
組
織
の
運
営
な
ど『
老
人
ク
ラ
ブ
運

営
の
基
本
』に
つ
い
て
、ご
自
分
の
経
験
も

踏
ま
え
、分
か
り
や
す
く
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、神
戸
市
福
祉
局
高
齢
福
祉

課
松
下
雅
子
課
長
よ
り
、老
人
ク
ラ
ブ
補

助
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

皆
さ
ん
最
後
ま
で
熱
心
に
傾
聴
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

会長の心得を熱心に学ぶ

3838
名
が
ク
ラ
ブ
運
営
の
基
礎
学
ぶ

名
が
ク
ラ
ブ
運
営
の
基
礎
学
ぶ

令和５年度 新任会長研修会高
齢
者
の
健
康
促
進
に
向
け
て

高
齢
者
の
健
康
促
進
に
向
け
て

成功事例参考に成功事例参考に
� 意見交換� 意見交換

令
和
５
年
度 

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
指
導
者
養
成
講
習
会

令和５年度 会員増強研修会

防
を
目
指
す
と
と
も
に
、日
常
生

活
動
作
能
力
の
低
下
を
予
防
す
る

の
に
役
立
つ「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体

操
」を
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
広

め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

当
日
は
、各
区
老
連
の
女
性
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
52
名
が

参
加
し
、井
上
末
子
委
員
長
の
指

導
の
も
と「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」

を
７
つ
の
パ
ー
ト
に
分
割
し
て
、一つ

ひ
と
つ
の
動
作
を
確
認
し
ま
し
た
。

女
性
委
員
会
で
は
、講
習
会
を

毎
年
実
施
し
て
お
り
、受
講
者
は
、

市
老
連
・
区
老
連
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
の
準
備
体
操
で
も
、

前
に
立
っ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
に
、灘
区
都
ク
ラ
ブ
の
濱
田
亀

志
政
会
長
よ
り
、都
ク
ラ
ブ
で
は
、会

員
相
互
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、地
域

と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
会
員
増

強
に
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、様
々
な

事
業
を
実
施
し
、着
実
に
会
員
が
増
加

し
て
い
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、須
磨
区
須
磨
長
寿
ク
ラ

ブ
の
高
見
省
吾
会
長
か
ら
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
須
磨
長
寿
ク
ラ
ブ
で
は
、健

康
麻
雀
、ア
ー
ト
折
り
紙
、ゴ
ル
フ
な

ど
の
新
た
な
取
り
組
み
を
導
入
し
た
こ

と
か
ら
、4
年
前
の
57
名
か
ら
現
在
101

名
ま
で
会
員
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
、昨
年
、独
自
の
ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、様
々
な
場
所
に
掲
示
、

ま
た
、区
役
所
と
の
連
携
協
力
も
あ
っ

て
、大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

休
憩
後
の
意
見
交
換
で
も
、参
加
者

か
ら
、積
極
的
な
発
言
が
多
数
あ
り
、

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

地域とのつながりが活性化の鍵地域とのつながりが活性化の鍵

毎日の健康と転倒予防のために

令和５年度版「リーダー必携」
１冊 640 円　税・送料込
（Ａ４判　64 ページ）

　基本編と資料編の２編か
ら構成され、クラブ運営を理
解するうえでの基礎的な資
料として、また、老人クラ
ブの全体像を確認する資料
としてご活用いただけます。

その他の全老連発行教材は 

全老連　販売資料 検 索

T E L :
FAX :

078-945-6020
078-945-6021

神戸市西区押部谷町栄 252-7 1F

設備
keisetsubi

上下水道指定工事店
高砂市　明石市　姫路市　西宮市　神戸市

芦屋市　三木市　伊丹市　宝塚市　尼崎市　川西市
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第
58
回
神
戸
市
高
齢
者
・
第

36
回
こ
う
べ
長
寿
祭
美
術
作
品

展
を
、令
和
５
年
９
月
７
日（
木
）

～
９
月
11
日（
月
）ま
で
の
期
間
、

兵
庫
県
民
会
館（
２
階
・
大
展

示
室
）で
開
催
し
ま
し
た
。
開
催

期
間
中
に
は
、704
名
の
方
々
が

来
場
し
、力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を

熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
会
で
は
、洋
画
98
点
、

日
本
画
23
点
、書
14
点
、写
真
45
点
、

陶
芸
13
点
の
合
計

193
点
が
出
展
。
最
高

齢
者
は
95
歳
の
方（
日
本
画
）で
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、市
内
在
住
の
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
長
年
に
わ
た
り
培
っ

て
き
た
技
術
と
感
性
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

シ
ニ
ア
の
方
々
が
持
つ
豊
か
な
経
験

と
深
い
洞
察
力
に
改
め
て
感
服
す
る

と
と
も
に
、尽
き
る
こ
と
の
な
い
創
作

意
欲
は
、見
る
者
に
大
き
な
感
動
を
与

え
ま
し
た
。

９
月
６
日（
水
）に
行
わ
れ
た
審
査

委
員
に
よ
る
作
品
審
査
で
は
、部
門
ご

と
に
金
賞
、銀
賞
、銅
賞
、努
力
賞
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

感
動
を
与
え
る
創
作
意
欲

感
動
を
与
え
る
創
作
意
欲

陶芸　金賞作品　「輪紋扁壺」
澤山　幸夫

日本画　金賞作品　
「山里の御堂」
島田　信一

洋画　金賞作品
「霞立つ」
藤本　建治

写真　金賞作品　「舞台を彩る」　
坪内　太郎

皆さん興味深そうに鑑賞していました
書　金賞作品　

万葉集より「君が行く」　
久保　治舟

▼金賞・銀賞・銅賞受賞者一覧
洋　画 日本画 書 写　真 陶　芸

金賞 藤本　建治 島田　信一 久保　治舟 坪内　太郎 澤山　幸夫

銀賞 横野　和子 大谷　順子 國川　洋子 田村　新市 川村　良幸

銅賞
森田富士子 酒井　定代 国政　裕子 梅谷　一郎 本位田美也子

仲川　富子 辰巳美智子 吉岡百々代 廣瀬　光八 泉　　潤一

第
58
回
神
戸
市
高
齢
者
美
術
作
品
展

第
36
回
こ
う
べ
長
寿
祭
美
術
作
品
展
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区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

東
灘
区
老
連

東
灘
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会  

第
60
回
総
会

5
月
25
日（
木
）、う
は

ら
ホ
ー
ル
5
階
大
ホ
ー
ル

で
東
灘
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
第
60
回
総
会
と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ

て
い
た
演
芸
大
会
も
４

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
華

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

総
会
は
国
歌
斉
唱
で
始

ま
り
、東
灘
区
役
所
の
中

田
裕
子
区
長
よ
り
挨
拶

を
頂
い
た
後
、議
事
は
順

調
に
進
み
、執
行
部
の
紹

介
・
長
寿
者
表
彰
と
無
事

総
会
も
終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
、皆
さ
ん
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
演
芸
大

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
1

番
目
は
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

令
和
5
年
度「
新
任
会
長
研
修
会
」が
６
月
16
日

（
金
）、北
神
区
役
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
３
ク
ラ
ブ
が
解
散
、47
ク
ラ
ブ
に
な

り
、そ
の
う
ち
13
ク
ラ
ブ
の
会
長
が
交
代
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
新
任
会
長
さ
ん
全
員
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
前
任
の
方
と
う
ま
く
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が

体
操
、そ
し
て
民
踊
、詩

吟
が
2
題
、合
唱
、フ
ラ

ダ
ン
ス
、コ
ー
ラ
ス
2
組
、

最
後
に
会
場
全
員
で
合

唱
と
1
時
間
30
分
あ
っ
と

い
う
ま
の
充
実
し
た
、総

会
お
よ
び
演
芸
大
会
に

な
り
ま
し
た
。

た
だ
今
後
の
課
題
と
し

て
、東
灘
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
を
含
め
て
全

体
を
鑑
み
て
会
員
の
増
強

等
課
題
も
多
く
、検
討
し

実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
案
件
も
出
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
し
、

各
々
が
地
域
で
で
き
る
事

か
ら
頑
張
ら
ね
ば
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「祝い酒」魚崎つるかめ会「祝い酒」魚崎つるかめ会

北
区
老
連

北
区
老
連
の「
絆
」を

 

深
め
ま
し
ょ
う
！

「男の火祭り」西青木クラブ「男の火祭り」西青木クラブ

「馬上偶成」住吉台楽寿会「馬上偶成」住吉台楽寿会

新任の会長の方々新任の会長の方々

魅力ある企画を立ち上げ会員の増魅力ある企画を立ち上げ会員の増
員につとめます。員につとめます。

（主催者と参加者ウィンウィン）（主催者と参加者ウィンウィン）

しゅくしゅくと続けます。しゅくしゅくと続けます。

フレイル予防やコミュニケーショフレイル予防やコミュニケーショ
ンを広げるために、行事に参加できンを広げるために、行事に参加でき
る会員を一人でも多く増やしたい。る会員を一人でも多く増やしたい。
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認
知
症
予
防
5
ヶ
年
計
画

を
昨
年
ス
タ
ー
ト
。
初
年
度
は

「
認
知
症
と
は
」と
題
し
、基

調
講
演
と
モ
デ
ル
2
地
域
に

お
い
て
基
本
学
習
を
19
回
開

催
。
99
歳
を
筆
頭
に
延
べ

500

名
余
が
参
加
。
2
年
目
の
今

年
は
6
地
域
と
拡
大
。
日
常

生
活
か
ら
認
知
症
予
防
に
関

わ
る
テ
ー
マ
を
選
択
し
、64

回
開
催
を
企
画
。
現
在
進
捗

中
で
あ
る
。

教
室
は
昨
年
の
緊
張
感
に

満
ち
た
状
況
か
ら
一
変
し
、

絶
え
ず
笑
い
声
に
満
溢
れ
、

「
次
の
教
室
は
な
ん
や
ろ

う
?
楽
し
み
や
な
ぁ
」と
の
会

話
。
勉
強
会
で
は
異
例
の
展

開
と
な
り
、そ
の
内
容
の
一
部

を
次
に
紹
介
す
る
。

【
高
齢
者
の
お
洒
落
と
は
】

「
何
で
お
洒
落
が
認
知
症

予
防
に
な
る
ん
、モ
デ
ル
を

お
願
い
さ
れ
て
い
る
け
ど
い

や
や
」当
初
は
下
を
向
い
て
い

た
参
加
者
。
講
師
の
軽
妙
な

話
術
と
鮮
や
か
な「
着
せ
替

え
」。
変
身
し
た
男
女
の
ハ
ニ

カ
ミ
も
会
場
の
拍
手
喝
采
で

空
気
は
一
変
。
孤
立
化
す
る

高
齢
者
、認
知
症
発
症
の
一

因
に
。
お
洒
落
や
身
だ
し
な

み
に
興
味
を
持
つ
こ
と
は
高

齢
者
の
自
信
と
喜
び
に
繋
が

る
。
外
出
で
仲
間
づ
く
り
が

出
来
る
。

事
後
、参
加
者
か
ら
は
、

「
モ
デ
ル
に
な
り
興
奮
、家

族
で
こ
の
話
題
が
し
ば
ら
く

尽
き
な
い
、自
分
の
着
こ
な
し

に
勇
気
が
持
て
た
」等
前
向

き
な
声
が
多
く
聞
け
た
。
そ

の
他
参
加
者
が
寄
せ
た
声
を

紹
介
。「
私
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
モ

デ
ル
に
な
っ
た
。
区
役
所
の

若
い
職
員
が
モ
デ
ル
と
な
り
、

私
と
腕
を
組
ん
だ
。
若
い
男

性
と「
何
年
振
り
」だ
ろ
う
か

と
嬉
し
く
な
っ
た
。
背
の
高

い
職
員
、小
さ
く
て
太
っ
た

私
、会
場
は
ま
た
ま
た
大
爆

笑
。
勉
強
会
で
こ
ん
な
に
笑

う
こ
と
も
あ
る
ん
だ
。
こ
こ
で

ハ
タ
と
気
が
付
い
た
。
皆
で

お
喋
り
し
な
が
ら
認
知
症
の

予
防
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
皆

さ
ん
も
笑
い
に
来
て
下
さ
い
。

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
企
画
が

あ
り
楽
し
み
が
一
つ
増
え
た
。

認
知
症
な
ん
て
一
番
嫌
い
な

話
題
で
あ
る
が
、普
段
会
う

こ
と
が
な
い
人
と
会
っ
た
り
、

い
い
こ
と
ば
か
り
だ
」と
。

他
に「
骨
折
入
院
・
骨
密

度
強
化
」は
一
度
限
り
の
骨
密

度
測
定
で
な
く
、年
間
数
度

の
測
定
で
追
跡
を
行
い
、早

期
発
見
・
早
期
治
療
へ
。
問

題
者
に
は
運
動
・
栄
養
を
助

言
。
ま
た
、施
設
入
所
、自

宅
介
護
に
関
わ
る
費
用
負
担

の
重
み
。
備
え
と
し
て「
認
知

症
保
険
の
活
用
」で
家
庭
崩

壊
を
回
避
し
よ
う
等
身
近
な

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
活
動
。

認
知
症
予
防
活
動
の
在
り
方

に
新
た
な
展
開
を
見
出
し
て

い
る
。

見事な変身に会場は大爆笑

長
田
区
老
連

認
知
症
予
防
教
室
に
笑
い
が
満
ち
る 楽しくクラブ運営ができるよう、楽しくクラブ運営ができるよう、

議論を交わす議論を交わす

新任の会長の方々新任の会長の方々

で
き
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
も
あ
り
、運
営
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
る
よ
う
、北
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
則
・

各
専
門
部
会
の
業
務
・
年
度
行
事
の
概
要
な
ど
、

資
料
に
そ
っ
て
担
当
の
役
員
・
各
部
長
が
説
明
を

し
ま
し
た
。
新
任
の
皆
さ
ん
た
ち
も
熱
心
に
メ
モ

を
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ブ
も
楽
し
く

運
営
が
で
き
る
よ
う
役
員
会
も
丁
寧
に
き
め
細
か

く
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。

北
区
老
連
、そ
し
て
全
国
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
絆

を
深
め
ま
し
ょ
う
！

少人数で心機一転、和気あいあ少人数で心機一転、和気あいあ
いと皆で楽しんでいきたい。いと皆で楽しんでいきたい。

会員数減少に歯止め、同好会活会員数減少に歯止め、同好会活
動を活性化し会員増を企てる。動を活性化し会員増を企てる。

参加者の皆さんの抱負参加者の皆さんの抱負
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ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

笑
顔
で
真
剣
勝
負
！ 

麻
雀
交
流
会

西
舞
子
友
の
会
の
軌
跡

中
央
区

　
相
川
寿
会

 

山
本
　
久
計

９
月
３
日（
日
）、午
後
１

時
よ
り
相
川
寿
会
、東
部
雲

中
長
寿
会
、西
部
雲
中
長
寿

会
、雲
中
長
寿
会
の
麻
雀
部

の
メ
ン
バ
ー
で
始
め
て
の
交

流
会
を
相
川
寿
会
の
麻
雀
部

室
で
行
い
ま
し
た
。

21
名
の
参
加
者
を
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
４
台
の
麻
雀
台

で
自
己
紹
介
か
ら
は
じ
ま
り
、

い
ざ
決
戦
。
最
初
は
和
や
か

な
顔
が
だ
ん
だ
ん
真
剣
な
表

情
に
な
り
、「
そ
れ
、ポ
ン
、

垂
水
区

　
西
舞
子
友
の
会

 

前
田
　
敏
夫

振
り
返
れ
ば
12
年
前
、近
所

の
公
園
で
皆
さ
ん
が
楽
し
そ
う

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習

を
し
て
い
る
様
子
を
見
て
私
も

で
き
な
い
か
と
、友
達
に
頼
み

グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
も
ら
い
ま

し
た
。メ
ン
バ
ー
は
12
名
で
し

た
。練

習
を
重
ね
て
い
く
う
ち

に
、も
っ
と
大
き
な
舞
台
で
や
っ

て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

区
老
連
で
大
会
が
開
か
れ
て
い

る
と
聞
き
、平
成
31
年
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、カ
ラ
オ
ケ
、海

釣
り
、ラ
ジ
オ
体
操
の
仲
間
た

ち
33
名
の
メ
ン
バ
ー
で「
西
舞

子
友
の
会
」と
し
て
区
老
連
に

加
入
し
ま
し
た
。

区
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
で
は
、初
出
場
、初
優
勝
の

チ
ー
」な
ど
ほ
し
い
牌
を
鳴
い

た
り
し
、自
分
の
上
り
手
に
近

づ
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る

方
や
、私
は
大
き
な
手
を
作
っ

て
上
が
る
の
や
と
さ
ま
ざ
ま

な
手
で
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
う
し
た
交
流
会
は
、区
老

連
の
た
め
に
も
大
変
良
い
こ
と

だ
と
思
う
の
で
、今
後
も
続
け

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
相
川
寿
会
麻
雀
部

の「
モ
ッ
ト
ー
」は

・
の
ま
な
い
「
酒
」

・
か
け
な
い
「
お
金
」

・
す
わ
な
い
「
タ
バ
コ
」

の
３
な
い
で
す
。

栄
光
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、輪
投
げ
、

リ
ズ
ム
体
操
を
中
心
に
健
康
増

進
・
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
３
年
前
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
を
し
て
い

た
狩
口
台
公
園
で
設
備
工
事
が

始
ま
る
と
連
絡
が
あ
り
、し
ば

ら
く
休
み
、工
事
完
了
の
連
絡

を
受
け
て
見
に
行
っ
た
ら
、グ
ラ

ウ
ン
ド
に
ジャ
ン
グ
ル
ジ
ム
付
き

滑
り
台
が
で
き
て
い
て
、グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
状
態
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
ば

ら
く
し
て
、狩
口
シ
ニ
ア
俱
楽
部

が
行
っ
て
い
る
矢
元
台
公
園
で

い
っ
し
ょ
に
練
習
す
る
こ
と
に
な

り
、再
開
し
ま
し
た
。

リ
ズ
ム
体
操
は
、歌
謡
曲
に

合
わ
せ
て
、体
操
を
行
う
も
の

で
ク
ラ
ブ
で
は
一
番
人
気
。今

年
は
区
老
連
主
催
の『
た
の
し

い
集
い
』に
出
演
す
る
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
昨
年
よ
り
、

25
名
で
抒
情
歌
コ
ー
ラ
ス
を
始

め
ま
し
た
。大
き
な
声
で
歌
っ

て
上
手
い
、下
手
は
関
係
な
い
、

皆
で
歌
え
ば
こ
わ
く
な
い
。こ

れ
ら
、サ
ー
ク
ル
活
動
の
お
陰

で
会
員
も
５
月
現
在
で
66
名

に
な
り
ま
し
た
。有
難
い
こ
と

で
す
。ま

た
、以
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
練
習
を
し
て
い
た「
狩
口

台
公
園
」に
花
が
い
っ
ぱ
い
咲
き

乱
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
９
月
の「
全
国
一
斉
社

会
奉
仕
の
日
」で
は
草
刈
り
や

藤
棚
の
枝
切
り
の
み
で
し
た
が
、

２
年
前
か
ら
副
会
長
の
近
藤

さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
の
提
案
で
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ひ
ま
わ
り
等

の
花
を
植
え
よ
う
と
、草
を
抜

き
、種
を
ま
き
ま
し
た
。作
業

は
大
変
で
し
た
が
、グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
の
お
礼
と
思

い
取
り
組
み
、地
域
の
皆
さ
ん
が

「
き
れ
い
に
咲
い
た
」と
喜
ぶ
姿

に
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。

２年前に始めた活動が無事に花咲いた

勝負は真剣！終われば笑顔！

子どもたちと植えたチューリップ子どもたちと植えたチューリップ
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歌
声
再
び
。カ
ラ
オ
ケ
大
会
開
催
！！

西
区

岩
岡
老
人
ク
ラ
ブ
第
二
睦
会

 

山
田
　
美
智
子

当
ク
ラ
ブ
、カ
ラ
オ
ケ
部

は
令
和
元
年
ま
で
約
20
年
、

地
元
の
ホ
ー
ル（
定
員
70
名

余
）を
借
り
年
２
回
カ
ラ
オ

ケ
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
司
会
・
カ
ラ
オ
ケ
操
作

は
地
元
会
員
が
行
い
、観
客

は
各
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
の
出

演
者
の
交
代
に
合
わ
せ
出
入

り
を
す
る
形
で
行
っ
て
き
ま

し
た
。

令
和
２
年
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
発
生
後
、
３
年
間

は
活
動
中
止
、そ
の
上
ホ
ー

ル
の
使
用
制
限
も
あ
り
、休

会
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、地
元
商
工
業
会
よ

り
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催

す
る
の
で
参
加
し
て
ほ
し
い

旨
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
26
日（
土
）開
催
日

に
は
約
70
席
あ
る
観
客
席
の

80
％
が
ク
ラ
ブ
会
員
で
埋
ま

り
、プ
ロ
の
司
会
者
の
青
芝

フ
ッ
ク
様
、プ
ロ
歌
手
の
三
門

忠
司
様
、中
山
琉
美
様
２
人

が
審
査
員
と
し
て
席
に
着
か

れ
ま
し
た
。

出
演
者
24
名
の
う
ち
、当

ク
ラ
ブ
会
員
は
12
名
。
司
会

者
の
軽
妙
な
進
行
、終
曲
時

に
は
歌
手
の
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
、出
演
者
も
よ
り
う
ま
く

歌
え
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
、普
段
は
得
ら
れ
な
い

貴
重
な
体
験
を
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。

特
別
賞
５
名
の
う
ち
当
ク
ラ

ブ
会
員
２
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

来
年
の
開
催
を
期
待
！！
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美しい歌声にみなさん聴き入っていました美しい歌声にみなさん聴き入っていました

プロの鮮やかな進行とコメントで大会は大盛りあがり！プロの鮮やかな進行とコメントで大会は大盛りあがり！

「舞楽（胡蝶）」
【西区】きらく会

詫摩　章子

「シクラメン」
【灘区】灘中央第一旬行クラブ

菅原　知香

「バァバァの貯金箱」
【兵庫区】塚本７・８むつみ会

橋本　久乃

とっておきの作品

《必要事項》
①氏名（ふりがな） ②クラブ名 ③題名
④郵便番号 ⑤住所 ⑥電話番号

※ 葉書サイズ（100mm×148mm以内）・
色紙サイズ（242mm×272mm以内）で
お願いします。それ以外は受付できません。

※ 作品は随時ご返却いたしますが、長期間
お預かりする場合がありますのでご了承
ください。

※ 作品は丁重に取り扱いますが、損傷については理
由のいかんに関わらず、一切の責任は負いません。

《宛先》
〒650-0016 神戸市中央区橘通3-4-1

KOBEシニアクラブ 
「とっておきの作品」係

会員の皆様から絵はがき＆色紙絵
を募集しています。必要事項を記
入したものを同封の上、作品をお
寄せ下さい。

「とっておきの作品」募集中「とっておきの作品」募集中
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私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

悪質商法や契約トラブルなど、消費生活に関する相談は神戸市消費生活センターへ

神戸市消費生活センターホームページの相談入力フォームより。初回のみ受付。
継続相談は電話または来所でお願いします。

電話相談 消費者
ホットライン

オンライン相談

い や や

「電気代が未納なので２時間後に停電します！？」

その電話、詐欺です！
■事 例
電話に出たら自動音声ガイダンス（機械の音声）で、「電気代が未納になっています。２時間後に停電
します。支払い状況を確認する場合は『１』を押してください」というアナウンスが流れてきました。
停電しては大変なので『１』を押したらオペレータが出てきて、名前と生年月日を尋ねてきました。
おかしいと思って電話を切りましたが、停電しませんでした。

■それは詐欺です
ハガキやショートメッセージ、メールなどで送り付けられていた架空請求と同じ手口です。電気や
電話、インターネットなど、さまざまな料金での事例が報告されています。不安を煽って名前や生
年月日、銀行口座やクレジットカードなどの個人情報を聞き出したり、お金を払わせたりするのが
狙いです。ハガキやメールなどの場合と同じく、無視（電話を切る）しましょう。
■電気や電話など料金の支払い状況が気になったら
電気や電話など料金の支払い状況を確認する場合は、不審な電話の自動音声ガイダンスやオペレータが案内する連絡
先ではなく、自分で料金の明細や請求書などから契約している会社の連絡先を調べて問い合わせましょう。

平日：９:00～17:00（平日は078-371-1221でもつながります）
土日祝：10:00～16:00（(独)国民生活センターにつながります。12/29～1/3除く）

来訪相談は事前予約制。まずは電話にて相談を伺いますので、来訪日時を相談員と決定してください。
神戸市中央区橘通3-4-1 神戸市立総合福祉センター5階 平日：9:00～16:30（12/29～1/3除く）

オンライン相談

消費生活センター
ホームページ

よくある相談事例
やトラブル情報は
こちらをチェック

ホームページから
オンラインで相談

お金のかからない明るい選挙を実現するために

『寄附のない三ない運動』をすすめましょう。

・政治家は寄附を贈らない!
・有権者は政治家に寄附を求めない! 
・政治家から寄附を受け取らない!

お歳暮やお年賀 入学祝・卒業祝

葬式の花輪・供花 落成式・開店祝の花輪
町内会の集会や旅行などの

催物への寸志や飲食物の差入

病気見舞い
秘書等が代理で出席する
場合の結婚祝

秘書等が代理で出席する
場合の葬式の香典

お祭りへの寄附や差入
地域の運動会やスポーツ大会
への飲食物の差入

問
神
戸
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
（
☎
３
２
２ｰ

５
８
１
５
）

禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
附
の
例

禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
附
の
例

明るい選挙を実現しましょう
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私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

事故事例① 天気：曇り　時間：朝9時

◎高齢運転者標識を表示しましょう
◎�体調が優れないなど、時には運転を控えることも大切です。
◎�早めのライト点灯と、周囲に配慮したハイビーム走行を心がけましょう。
◎歩行者の安全に配慮した運転をしましょう
　横断歩道に近づく時は、停止線の手前でとまれるように減速しましょう。
　横断しようとしている歩行者がいたら、必ず停止線前で一時停止しましょう。
　横断歩道付近では、歩行者がいる「かもしれない」と考え注意しましょう。

誰かの命を奪う
その自信と過信が要

注
意

高齢

ドライバー
事故

急増中!!急増中!!
不注意、
予測不適による判断の誤り

ブレーキや
アクセル操作の誤り

安全不確認や
前方への注意不足注意!

◀高齢者
運転標識

事故を防ぐために次のことを注意しましょう

不注意・

確認不足・

操作遅れが

事故の原因！高齢者が
運転

信号：青 歩行者信号：青
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文
芸
欄

文
芸
欄

川
　
柳

川
　
柳

俳俳    

句句

紅
梅
会
（
東
灘
区
）

餅
花
や
古
尾
の
染
に
溶
け
込
み
ぬ�

美
恵
子

菊
の
香
や
三
本
仕
立
玄
関
へ�

早
智
子

満
月
の
真
澄
鏡
を
宝
樹
と
し�
朋　

子

書
初
め
一
字
一
句
に
心
こ
め�
里　

子

書
初
め
や
部
屋
を
包
み
し
墨
香
る�
比
佐
美

格
式
を
引
き
継
ぎ
守
る
餅
花
よ�

松　

子

餅
花
の
季
を
心
に
し
待
ち
わ
び
て�

扶
喜
子

餅
花
の
影
濃
く
淡
く
壁
に
揺
れ　
　
　
　
　
　
　
　

恵

梅
苑
句
会
（
東
灘
区
）

処
暑
の
空
孤こ

な
す
白
球
風
誘
ふ�

千
穂
子

耐
へ
つ
つ
も
弱
音
は
く
日
も
あ
る
猛
暑�

清　

子

い
ち
じ
く
の
熟
れ
た
る
枝
に
風
の
吹
く�

孝　

子

白
き
花
と
見
ま
ご
う
ば
か
り
鱧
料
理�

シ
ヅ
子

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

呼
応
し
て
鳴
く
蜩
の
せ
つ
な
さ
よ�

和　

子

厄
災
を
弾
け
飛
ば
し
て
花
火
か
な�

悦　

子

パ
ナ
マ
帽
出
掛
け
る
姿
父
想
ふ�

千
枝
子

原
爆
忌
水
一
杯
の
有
難
く�

道　

子

気
が
つ
け
ば
蝉
の
鳴
き
声
過
ぎ
去
り
し�

惠　

子

夏
帽
子
母
を
女
性
と
見
し
あ
の
日
　
　
　
　
　
　
　
丘

エ
ア
コ
ン
の
手
下
と
な
り
ぬ
扇
風
機�

和　

志

日
も
す
が
ら
日
本
列
島
蝉
時
雨�

啓　

臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

日
の
昇
る
待
ち
て
朝
顔
鮮
や
か
に�

藤
田
ユ
イ
子

色
男
八
十
路
半
ば
や
風
寂
し�

岡
田
富
早
恵

炎
天
に
遺
品
積
む
人
皆
無
口�

藤
井　

歌
子

生
か
さ
れ
て
三
食
味
わ
う
秋
の
膳�

山
口　

茂
子

名
月
を
話
し
相
手
に
酒
ち
び
り�

山
田　

朝
子

畦
道
や
等
間
隔
に
曼
珠
沙
華�

粟
野　

富
江

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
区
）

灯
を
消
せ
ば
虫
の
音
聞
こ
ゆ
籠
枕�

馬
場
み
つ
え

年
ご
と
に
秋
の
趣

お
も
む
き

身
に
染
み
ぬ�

前
川　

弘
子

歳
時
記
を
め
く
る
指
先
そ
ぞ
ろ
寒�

山
本　

恒
雄

高
原
と
き
わ
会
（
北
区
）

白
露
草
ひ
と
と
き
の
涼
貰
い
け
り�

南　

久
美
子

石
舞
台
群
れ
て
離
れ
て
秋
茜�

若
林　

節
子

窓
越
し
に
無
念
無
想
の
秋
季
か
な�

松
村
二
三
枝

疫
病
の
去
り
て
清
々
秋
ま
つ
り�

笠
井　

照
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

輪
投
げ
す
る
窓
に
初
秋
の
風
入
れ
て�

辻　

寿
賀
子

ひ
ぐ
ら
し
や
木
蔭
で
休
む
川
掃
除�

石
井　

敏
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

あ
ら
し
す
ぎ
明
石
海
峡
秋
夕
焼
け�

田
中　

弘
子

阿
波
お
ど
り
赤
い
蹴
出
し
と
下
駄
が
舞
ふ�

筒
井　

豊
子

伝
え
ね
ば
ポ
ツ
ポ
ツ
語
る
終
戦
忌�

中
井　

光
子

炎
天
の
一
歩
に
萎な

え
る
心
か
な�

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

大
戦
と
大
患
く
ぐ
り
し
生
身
魂�
金
行　
　

隆

原
付
の
僧
は
路
地
抜
け
盂
蘭
盆
会�

増
田　

嗣
夫

湧
き
水
の
豊
か
な
街
の
新
豆
腐�

久
松　

礼
子

誰た

れ

こ来
し
や
酒
と
煙
草
の
墓
前
か
な�

松
本　

洋
子

ス
テ
ー
キ
に
舌
鼓
打
つ
生
身
魂�

黒
田　

久
江

短　歌短　歌

◆
個
人

野
分
去
る
朝
の
小
径
に
白
萩
の
小
枝
裂
け
落
つ
花
の
哀
し
み�

（
灘
）
上
田　

節
子

ど
く
だ
み
も
摘
み
・
干
し
・
焙
じ
て
茶
葉
と
な
り
サ
ロ
ン
の
冷
茶
皆
で
楽
し
む�（
兵
）
大
賀　

清
子

ほ
ほ
え
み
て
我
を
み
つ
む
る
幼
子
に
平
和
な
時と

き間
が
永
遠
に
続
け
よ�

（
北
）
箱
守
喜
久
子

祇
園
さ
ん
予
約
出
来
た
と
さ
そ
い
あ
り
三
年
ぶ
り
の
友
の
声
は
づ
む�

（
北
）
眞
木
香
代
子

朝
ま
だ
き
バ
イ
ク
の
音
の
近
づ
き
て
い
つ
も
通
り
に
届
く
朝
刊�

（
須
）
江
口　

啓
子

糠
床
の
機
嫌
は
よ
ろ
し
茄
子
胡
瓜
色
よ
く
漬
か
り
今
朝
の
食
卓
に�
（
西
）
松
浦　

妙
子

花
山
短
歌
会
（
北
区
）

め
っ
き
り
と
回
数
減
り
し
回
覧
板
上
下
正
し
く
印
鑑
を
捺
し
て�

古
林　

保
子

少
し
前
空
き
家
と
な
り
し
庭
に
咲
く
花
多
く
雑
草
に
埋
れ
し
哀
れ
な
り�

礒
元
カ
ヨ
子

良
く
見
れ
ば
葉
の
青
々
と
山
も
も
の
光
あ
ふ
る
る
大
樹
は
そ
よ
ぐ�

船
崎
め
り
子

こ
の
着
物
を
如
何
な
る
服
に
仕
立
て
る
か
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ
は
九
月
の
半
ば�

山
田
加
壽
代

救
急
車
呼
ん
で
と
友
の
電
話
あ
り
焦
る
な
焦
る
な
焦
る
我
な
り�

清
水　

恵
子

我
が
影
を
う
か
べ
て
流
る
る
紀
の
川
の
中
州
に
一
羽
白
き
鷺
見
ゆ�

木
下
い
く
子

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
区
）

ち
ょ
っ
と
待
て
真
顔
気
に
な
る
生
返
事�

荒
木　

宗
Ｑ

生
返
事
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
老
い
二
人�

京
念
久
美
子

は
い
は
い
と
頼
ま
れ
た
こ
と
す
ぐ
忘
れ�

笹
岡　

淑
子

「
元
気
で
っ
か
」「
ま
ぁ
ー
ま
ぁ
ー
で
ん
な
」
浪
速
っ
子�

杉
尾　

悦
子

オ
ー
イ
ハ
ー
イ
こ
だ
ま
ひ
び
く
二
人
連
れ�

大
和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
区
）

孫
来
た
る
財
布
は
休
め
ぬ
夏
休
み�

あ
き
ら

定
年
で
毎
日
毎
夜
夏
休
み�

よ　

し

夏
休
み
枕
並
べ
て
昼
寝
す
る�

ま
り
子

ス
ナ
ッ
ク
の
五
〇
周
年
マ
マ
い
く
つ�

か
ほ
う

温
暖
化
大
雨
地
域
北
へ
行
く�

三　

茶

置
き
場
所
を
変
え
て
忘
れ
て
大
騒
ぎ�

ま
さ
こ

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
水
区
）

十
七
年
夢
で
も
会
え
ぬ
娘こ

と
な
り
ぬ�

大
上　

昭
敏

時
過
ぎ
て
令
和
の
世
に
も
馴
む
日
々�

小
髙　
　

肇

◆
個
人

届
き
た
る
故
郷
の
香
り
な
つ
か
し
き�

（
東
）
早
川
キ
ミ
エ

病
院
は
マ
ス
ク
美
人
が
花
盛
り�

（
東
）
増
田　

芳
之

母
慕し

た

い
老
犬
張
っ
ぱ
り
墓
ま
い
り�

（
灘
）
岸
本　

孝
義

悔
い
は
な
い
吾
は
貧
し
く
孫
外
遊�

（
北
）
か
ん
い
ち

区
老
連
仕
事
多
い
よ
苦
楽
連�

（
北
）
北
野　

利
一

健
康
で
長
生
き
し
過
ぎ
て
保
険
切
れ�

（
北
）
宮
内
美
栄
子

黄た
そ
が
れ昏
に
雷
遠
く
雨
を
待
つ�

（
西
）
藤
長　

文
子

へ
な
ぶ
り

へ
な
ぶ
り

な
せ
ば
な
る
家
事
手
伝
を
や
っ
て
の
け

　
　
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
体
調
悪
い�

（
北
）
清
水　

久
子

故
郷
に
父
母
亡
く
て
盆
の
月�

岸
下　

庄
二

大
戦
を
く
ぐ
り
て
寡
黙
生
身
魂�

秋
山　

弘
之

生
身
魂
父
に
は
灘
の
生
一
本�

脇
坂
有
多
子

口
げ
ん
か
仲
直
り
し
て
心
太�

藤
井
久
美
子

多
聞
台
と
き
わ
会
文
芸
部
（
垂
水
区
）

山
粧
う
思
う
は
我
が
家
我
が
故
郷�

中
村
佳
代
子

恥は

じ
ら
い
て
ほ
ん
の
り
紅
き
新
生
姜�

久
下　

順
司

山
粧
う
旅
の
仕
度
を
や
り
始
め�

山
本
雄
二
郎

山
粧
う
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
の
街
静
か�

樋
山　

隆
夫

お
ろ
し
ソ
バ
香
と
味
深
し
生し

ょ
う
が姜
す
り�

木
村　

敏
博

き
ら
く
句
会
（
西
区
）

霧
晴
れ
て
口
笛
ひ
と
つ
吹
い
て
み
る�

尾
上　

正
紀

夏
日
浴
び
川
底
光
る
石
一
つ�

喜
田　

弘
征

こ
の
猛
暑
ゴ
ー
ヤ
の
カ
ー
テ
ン
枯
れ
も
せ
ず�

阪
本　

道
子

法
師
蝉
鳴
く
や
余
命
を
知
る
夕
べ�

田
野　

育
利

ラ
ム
ネ
瓶
振
れ
ば
昭
和
の
子
に
戻
り�

森
本　

珠
実

突
然
の
豪
雨
落
雷
破
れ
傘�

大
橋　

治
子

◆
個
人

落
ち
葉
踏
む
音
に
季
節
の
便
り
聞
く�

（
東
）
北
田　

建
樹

夫つ
ま

の
手
や
丙へ

い

の
胡き

ゅ
う
り瓜
を
高
々
と�

（
灘
）
都
倉　

知
子

窓
開
く
る
大
樹
に
日
毎
蝉
し
ぐ
れ�

（
灘
）
福
井　

悦
子

千
眼
に
残
り
し
摩
耶
の
紅
葉
山�

（
灘
）
山
上　

幸
子

山
眠
る
寂
け
き
明
か
り
山
家
の
灯�

（
北
）
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入
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や
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を
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咲
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（
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高
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純
子
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（
須
）
福
本　

和
恵
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）
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恵
子
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に
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い
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木
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山
田
と
し
ゑ

梅
雨
明
け
か
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の
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声
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お
お
う�（
西
）
芝
田　

律
子

窓
辺
打
つ
寝
ぼ
け
る
蝉
や
終
い
風
呂�

（
西
）
寺
岡　

洋
子

桜
木
に
居
る
居
る
居
る
居
る
熊
ゼ
ミ
が�（
西
）
濵
頭
ミ
ノ
ル
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兵庫区灘　区東灘区

なぎさシニアクラブ　会長  井原榮一さん

趣味を生かして地域交流
　 幅広い活動を楽しむ

赤陽会　会長  南原順子さん
あた

元気な笑顔広がる地域へ
 サークル活動も活発

西出町菜の花クラブ 会長  大崎照美さん

友達の輪を広げる活動を
 挑戦する心を忘れず

◆
募
集
期
間

　
　
　
　

締
切
は
発
行
月
の
前
々
月
15
日
必
着
で
す
。

　
　
　
　

詳
し
く
は
左
記
の
通
り
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

掲
載
月　
　
　
　
　
　
　

投
稿
募
集
期
間

１
月
号
↓　

９
月
16
日
～
11
月
15
日

３
月
号
↓　

11
月
16
日
～
1
月
15
日 

５
月
号
↓　

１
月
16
日
～
３
月
15
日

７
月
号
↓　

３
月
16
日
～
５
月
15
日

９
月
号
↓　

５
月
16
日
～
７
月
15
日

11
月
号
↓　

７
月
16
日
～
９
月
15
日

◆
投
稿
募
集

　　

文
芸
欄
へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
作
品
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

作
品
、住
所
、電
話
番
号
、単
位
ク
ラ

ブ
名
、お
名
前
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

（
投
稿
先
）

〒
６
５
０
ー
０
０
１
６　

神
戸
市
中
央
区
橘
通
３
丁
目
４-

１

　

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　
　
　
　
「
広
報
紙
〇
〇
係
」

　
　
　
　
　

FAX
３
４
１
ー
８
５
２
４

※
〇
〇
は（
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・へ
な
ぶ
り
）等

あとがき
　高齢者を狙った詐欺被害は増加傾
向にあり、私たち全員が警戒と予防
の意識を高める必要があります。今
後も広報紙を通じて、詐欺の最新の
手口や対策についての情報を提供し
ていきますので、クラブ内のコミュ
ニティの力を発揮し、助け合い、会
員同士で情報を共有しましょう。
　紅葉が美しい季節がやってきまし
た。寒さが増してきますが、皆様が
温かい心と笑顔で過ごせますように
願っております。

　南原さんは、長年、民生委員のお手伝
いとして公団住宅の友愛訪問を行ったり、
東灘区ボランティアグループ「清流」を立
ち上げ、会計として活躍するなど、縁の下
の力持ちとして様々な活動を通じ地域の
ために尽くしてこられました。
　現在、赤陽会は会員121名で構成して
おり、サークル活動として民踊、輪投げ、カ
ラオケ同好会、グラウンドゴルフをはじめ、
令和２年には麻雀クラブも設立。会員の
皆さんが好きなことを、好きな時に楽しめ
る場を常に提供しています。今後は新た
にボッチャのサークルを設立する計画も
進行中。様々なサークルを実施することで、
地域の方々が見学に訪れ、入会へとつな
がるケースも増えています。またその他、
渦が森小学校の児童たちへ昔遊びを教
えたり、昔の生活を学ぶ授業の一環として、
洗濯板や玄米つき、七輪で餅焼きを実際
に体験し、現代の生活の尊さを理解する
お手伝いも行っています。
　このように、赤陽会では、誰でも楽しく参
加できることを大切にし、南原会長の指導
のもと、多彩な活動が展開されています。
その結果、121名の会員数は自然減があ
るものの、口コミ等で新たな会員が入会し、
長年にわたり会員数を維持することがで
きています。
　南原さんの好きな言葉は「ありがとう」。
阪神・淡路大震災の経験を通じて、地域
コミュニティの価値を再認識し、常に感謝
の気持ちを伝えることを大切にされてい
ます。今後も誰もが住みやすい街づくり
に向け、日々チャレンジし続けていきたい
と笑顔で語られました。

　井原会長は、前職、映画でおなじみの
「東宝」作品を取り扱う宝塚映画の制
作宣伝のお仕事をされていました。
　定年後、老人クラブに入会したのは、
独居の見守り活動の時に協議会員の方
から「ぜひ、老人クラブの運営を手伝っ
ていただきたい！」と熱いラブコールを
受けたことがきっかけでした。昨年４月
には、長年空白になっていた「なぎさシ
ニアクラブ」の会長も引き継がれ、現在、
会員の皆さんに楽しんでもらうため様々
な活動を展開しています。
　主な活動は、「絵手紙」、「パソコン」、
「スマホ教室」をはじめ「ハーモニカ演
奏の歌声」などの行事を開催しています。
井原さんは趣味の会で「絵手紙」の講
師をされるほどの腕前で、作品づくりを
皆さんと楽しんでいます。また、同じ団
地に住む小学生たちに楽しんでもらうた
め防災訓練、夏祭り、ラジオ体操、フェ
スティバル等も開催し、世代を越えて交
流を図っています。
　井原さんの健康の秘訣は「こまめに
身体を動かすこと」です。日頃から炊事、
洗濯、掃除などの家事全般は自分で行
い、毎日歩いて買い物にも出かけていま
す。時には春日野道方面まで足を運び、
階段があれば極力、階段をのぼるなど、
できることは何でも自分で行い、足腰を
鍛えるように心がけていらっしゃいます。
　なぎさシニアクラブでは、秋に会員旅
行として但馬方面へ行くなど、魅力的な
活動を計画中。今後も誰もが気軽に参
加でき、楽しめるクラブを目指して頑張っ
ていきたいと力強く語られました。

　13年間もの長きにわたり西出町菜の
花クラブの会長を務めている大崎さんは、
地域の絆作りに尽力してきました。喫
茶・カラオケなど毎月１回の行事の運
営をされています。また、兵庫区老連の
ボウリング大会や輪投げ大会の運営を
担当しています。
　コロナ禍の最中には、上沼恵美子さん
の「出口のないトンネルはない、その先
には明かりがある」という言葉に勇気を
もらったと言います。老人クラブのつな
がりを通じて遠くにも友達ができ、友達
の輪を感じていると語る大崎さん。
　地域の行事では「周りの人が助けてく
れている・協力してもらっている、周り
の人のお陰で成り立っている」との思い
を強く抱えています。行事が終わり、「楽
しかった」「ありがとう」という感謝の言
葉をもらうことが、喜びであり、これから
も地域のために奉仕し続ける動機となっ
ています。「人生はリセットはできない
がスタートはできる」という信念を持ち、
新しいことに果敢に挑戦しています。
　大崎さんの日々は活動に満ち溢れて
おり、家にこもることなく、毎日外に出て
地域のために動くことが「元気の秘訣」
と語っています。
　健康維持には「バランスの取れた食
事」や「毎日の運動」、そして何より「良
い友人を作ること」が重要だという大崎
さん。人と人とのつながりの大切さが表
れています。
　これからも新しい行事を企画し、会員
の皆さんに愛されることでしょう。

会員さんへインタビュー vol.4

員さ員さんんいらっしいらっしゃ〜いゃ〜い！！会会
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私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

■｢KOBEシニアクラブ｣は、地域のスポンサー各位の協力により発行されています

神戸市老人クラブ連合会理事長表彰・感謝等
受賞おめでとうございます

　10 月５日（木）に開催された神戸市老人クラブ大会では、
市老連役員、単位クラブ会長として、老人クラブの育成発
展と活動の活性化に尽くされた方々や市老連の部会・委員
会等に参画し、各種事業の計画立案に力を傾注し、市老連
の発展に顕著な功績が認められる方々を表彰しました。
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司
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仁
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ラ
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